










































































































































































































① f歌舞伎J107-109号 (1卯9年6月－ 8月）に発表。後に『続一幕物J(1910）に所収。
②詳細は上述の拙著所収の「ストリンドベリの 『債権者jと鴎外の f債鬼j」112-140ペー ジ参照。
③ f鴎外全集J（岩波書店）第5巻、 1ページ、 9-15行目。以下の引用もこれによる。原作のこの
部分は以下の通り。
”Adolf (slりt).Ja. men den liknar nagon! Det ar markvardigt att denna kvinna finns i min 
kropp, liksom jag i hennes! 
Gustav. Det senare孟rinte m証rkvardigt."
Fordringsagare, IN Skrifter av August Strindberg, tolfte delen. Stockholm 1954, s. 89. 
そして独訳。
“Adolf [stumpf]. Ja. aber sie gleicht jemandem! Es ist merkwiirdig, dass dieses Weib in 
meinem kりrperist, wie ich in ihrem! 
Gustav. Das letztere ist nicht merkwiirdig.” 
Gliiubiger. IN August Strindberg：“Werke. Abt. 1. Dramen 4. Elf Einakter' Deutsch von Emi I 
Schering, Leipzig 1902, S. 56. 
④原作：“Menicke desto mindre lyckades hon tilvala sig de manliga prerogativen .. "(s. 89) 
独訳： ・Abernichtsdestoweniger gelang es ihr. sich die mannlichen Prarogativen anzumassen .ブ
(S. 57) 
⑤原作では℃yniskt"，独訳では“cynisch～
⑥原作：“TeklaNej, tyatt証！ska,det ar att ge！”（s. 99) 
独訳：“TheklaNein. denn lieben das ist geben.”（S. 79) 
⑦小堀桂一郎氏によれば「禁欲主義J。小堀桂一郎「散文様式の芸術的完成一森鴎外と G・ フロベー
ルーj、f日本近代文学と西欧一比較文学の諸相11997年、翰林書房、 47一75ペー ジ参照。
⑧佐々 木昭夫「森鴎外のエロテイシズム 「青年」について－J、前掲書所収、 326-353ペー ジ、な
らびに長島要一「鴎外訳 『即興詩人jの系譜学j、『講座 森鴎外 2 鴎外の作品J1997年、新曜
社、 144-172ペー ジなどを参照。
? 、
?
????
⑨長島要一 「異文化、日本化、超越化 鴎外における西洋文学の変容とアイデンティティーJ、『無限
大jNo.105、l卯9年春、 60-65ページ参照。
＊肘撮要旨
Noriko THUNMAN氏は、観訳の際の意識として、受容する側の文化に合わせるということはない
か、すなわち、自立した女性像は当時の日本では不自然であったからこのような翻訳になった、とは
考えられないか、と質問し、発表者はそれに同意した上で、小説であれば補足説明もできるが戯曲で
は舞台で生身の人聞がしゃべるのであるから、不自然な人物・せりふは難しい、ただ、深川芸者のべ
らんめえ調らしきもので訳しているところに工夫が見て取れる、と答えた。
潟沼潤氏は、同じように、検閲の回避ということも考えられないか、あるいは鴎外は体制側として
自己規制したのか、と質問し、発表者は、検閲に引っかかるような露骨な表現を取らなくても読者に
対する喚起力を文章に持たせる自信が鴎外にはあったが、この作品の場合は体制側としての自制 （配
慮）も原文に対する誤解もあったろう、と答えた。
顧偉良氏は、エロスの表現の抑制は、漢文書I読調の文体も関係しているのではないか、と質問し、
発表者は、日本語の表現、特にエロスの表現の可能性を追求するなかで、新しい文体を作り出してい
ったのであろう、と答えた。
中島国彦氏（座長）は、 f債鬼jが同時代の日本の文学者に与えた影響をも視野に入れると更に面
白い問題が出てくるのではないか、と締めくく った。
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